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井尻公民館だより    （2024 年 4 月１日発行） 

＜令和 6 年 4 月号＞    （第 241 号） 

＜連絡・問い合わせ先＞ 館長 古屋宗克  
               主事 水上由人  

           

陽炎にさらさら雨のかかりけり  小林一茶        

 
3 月は見事に三寒四温にはまってしまった季節感で有りま

した。気温差、雪、雨、風との繰り返しで体調管理が大変

ではなかったでしょうか。また、花粉症で悩まされる季節

でもあります。 

とは言え、今年も桜の開花も早いようであります。この 

「たより」が皆さんに届く頃は春爛漫の満開が楽しむ日々

になるでしょう。 

この 4 月は入学、就職と新たな希望を持った旅立でもあ

りますね。又、第二の人生に入っていく方々もおる季節で

もあります。そこには新たな出会いも待っていますよ。 

絵手紙愛好会     「一期一会」 今日の出会いはただ一度限り 

    関口和代   人は一生涯のうちにいったい何人の人と出会うことができ

るでしょうか。今日言葉を交わした人と、今度いつ会う 

ことできるでしょうか。そう考えたら、一人一人と誠心誠意で接したいと思い 

  ませんか。「時は人を待たず」です。二度と戻らない時間を無駄にしない。 

 「一期」は人の一生、「一会」は唯一ただ一度の出会い。 

 

公民館館長・主事が交代となりました  

歴代の館長・主事さんの大変な努力のもとと地域の皆さんの協力も頂き、素晴

らしい活動実績を残して来ている井尻公民館を、6 年前より引き継いで活動を行

ってきました。 
 最近の多様化社会に於ける生きがいのある人生を考えた時に生涯学習の場所と

して情報の発信提供、各種愛好会の活動促進、年間を通して地域の絆をより深

め、笑顔が絶えない交流の場所として、目指しました。この間にコロナの体験も

しました。地域の皆さん、運営委員会の皆さん、6 年間ご協力も力も頂きました 
長きの間、有難うございました。感謝の次第でございます。 

館長 窪田道忠 ・ 主事 相澤睦奥実                  

 



－２－ 

 
井尻公民館、新館長・主事の紹介 

 
館長 古屋宗克（ふるやむねかつ） （中井尻） 

新年度より井尻公民館長に推挙されましたが、 
歴代の館長、主事さんの築き上げた実績を鑑みますと

大きな不安を覚えます。 
 近年ではコロナ禍で厳しかった一面もあり少しず

つ平常に戻る中で地域の生涯学習教育、社会教育に少

しでもお役に立てますよう職務遂行を心がける所存

です。 
   至らぬ点が多々あり、ご迷惑をおかけすると思いますが運営委員の皆様、地域

の皆様方のご理解を頂く中でご支援、ご協力をお願い申し上げます。 
主事 水上由人（みずかみよしひと） （乙川戸） 

この程、井尻公民館の主事になりました。 
井尻地区の皆様が楽しく集い、有意義な時間を過ごせ

るよう、井尻公民館の運営に尽力して参りたいと思い

ます。 
2 月の童謡フェスティバルの練習の時、参加者の皆

さんの素晴らしい笑顔がとても印象に残っています。

現在井尻公民館では、様々な活動が行われ、今後新し

い活動も行われると思います、活動する皆様が、気持ちよく、また活動しやす

いよう、館長さんとも協力して取り組んで参りますので、どうぞよろしくお願

い致します。 
 
    公民館の使用及び鍵の取り扱いについて 
 
公民館の利用は、各愛好会の活動に加えて、各種団体の使用も多く利用されております。 
次の事項を守って頂くようお願いいたします。 
○ 公民館使用は、事前に電話で責任者にご連絡ください。 
○ 使用時には、「使用申請書」使用後は「使用管理日誌」の記載を願います。 
○ 公民館の「鍵」は館長の自宅が遠い場所であるため、別所で管理しておりますので使

用時は館長に連絡を願います。又、使用後は当日に返却して下さい。 
○ 使用時間は、午後 10 時までです。又、使用後は掃除をお願いします。 
○ 使用にあたってはコロナ対策を確実に励行して下さい。 

 
使用申し込み先  館長 古屋宗克 ☎  

 



童謡フェスティバル 

～ひびけ山河へみんなの歌声～ 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今回の歌った曲は「ゆりかのうた」・「手のひらを太陽に」の二曲、短期間の練習で

ありましたが、藤原和美・鶴田さゆり、両先生の素晴らしい指導を頂き、当日は皆、

声をいちにして大きな会場の隅々まで音声を響かせました。 
 

公民館大掃除 
年度末行事として、運営委員、使用団体の方々の協力を頂き全館、清掃作業を行な

いました。普段出来ない内外ガラス窓、室内床も含めた隅々まで作業を行うことがで

き、皆様にご苦労頂きました。 
又、いつも児童クラブの先生方には、エントランス・大ホール・トイレなどの掃除

を日々行って頂いております。感謝します、有難うございます。 
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